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沈み込み帯の海溝軸に近い領域には、地質学的な時間スケールで何度も繰り返される地震発生サイクルにより
形成された断層地形が多く見られる。これらの断層が、地震発生サイクルの中のどのようなタイミングで運動
するかについては、実データが無くあまり把握されていない。そのような海底での断層運動を計測する手段と
して、海底間音響測距が一般的に用いられる。しかし、同手法は海底に設置した機器同士の音響通信が必要で
あり、設置する地形によっては音響パスを確保することが著しく困難なことも多い。そこで、我々は海底間同
士の通信の必要のないGPS音響測距 (GPS/A) 観測のレイアウトを工夫し、短基線の相対変位を検出できるよう
な手法を考案した。さらに、日本海溝沿で、バックスラストと解釈されている断層地形で、考案した観測手法
に基づく観測を開始した。 
  
海底間音響測距の繰り返し観測精度は、基線長にほぼ比例し、概ね1cm/km程度である。一方で、GPS/A観測の
個々の海底局の位置決め精度は数〜10cm程度である。GPS/A観測の精度低下の主な要因は、海中音速の時空間変
化、キネマティックGPS測位精度、音響波形の走時読み取り誤差である。GPS/A観測に用いる海底局を、断層を
またいで対で設置し、海上で収録するそれぞれの音響波形同士の走時差を読み取ることにより、波形の歪みが
相殺され読み取り誤差は無視できる量となる。また、海中音速の影響も、パスが異なる海底付近の基線長部分
に限定されるため、その殆どが相殺できる。さらに、走時差を見ているためGPS測位の絶対位置の誤差は無関係
となり、送信時刻は共通なので受信時刻差の0.1s程度の時間内での相対位置誤差のみとなる。これらのことを
勘案すると、基線100-300mの海底局同士の相対位置を1cm程度の精度で計測できる見込みがある。一般的な海底
間音響測距と比較して、以下の長所がある。海底同士での音響パスの確保は必要ないので設置が容易であ
る。２局のみで３次元の相対変位を計測できる。一方、短所としては、キャンペーン観測である（連続データ
ではない）、実用精度を得るには基線を100-300m程度以下にしなくてはならない。 
  
2015年9月のKH15-02白鳳丸航海で、３台のGPS/A用海底局を、日本海溝沿い北緯38.171度、東経143.550度、水
深3500m付近の断層崖の上部と下部に設置した。海底間音響測距と違い崖の斜面に設置する必要はないが、基線
をなるべく短くするように、崖の上部と下部の平坦面の端を目視で確認しながら設置するため、船からの遠隔
作業および映像の伝送が可能なNSSシステムを利用した。設置直後および２ヶ月後に、初回の観測を実施し、繰
り返し観測精度を確認するためのデータを得た。断層崖の挙動をモニタリングするためには、今後定期的に
キャンペーン観測を実施していく必要がある。 
  
講演では、今回提案した観測手法で各種誤差が相殺される原理を説明し、想定される誤差要因に対し、相殺で
きない分を定量評価する。また、定量評価の結果と、初回の観測で得られた繰り返し観測精度の実測値との比
較を行う。
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